
　令和 8年度補正予算（第 1号及び特第 1号）は、
中東情勢が不透明である中、今後の物価動向や経
済に与える影響を注視しつつ、経済活動や国民の
暮らしに支障が生じないよう適切に判断し、必要
に応じてタイムリーに対応するため、「リスクの
最小化」の観点から、万全の備えとして必要な経
費の追加等を行うものである。
1  　一般会計における歳出の追加事項は、（1）重
点支援地方交付金 100,000百万円、（2）今後へ
の万全の備え 3,013,505 百万円（①予備費
513,505 百万円、②中東情勢等対応予備費
2,500,000百万円）であり、今回の補正による一
般会計の歳出総額の増加は 3,113,505百万円と
なる。

　 　次に、歳入については、「財政運営に必要な
財源の確保を図るための公債の発行の特例に関
する法律」（平 24法 101）第 3条第 1項の規定に
よる公債の増発により、公債金 3,113,505百万
円を増額することとしている。この結果、公債
依存度は 26.1％（当初予算 24.2％）となる。

　 　なお、上記のとおり、特例公債を増発するこ
ととなるが、国債発行予定額全体の中で調整を
行うことで、8年度の市中への国債発行総額を
増やさずに対応することとしている。

2  　特別会計予算においては、以上の一般会計予
算補正に関連して、予算総則について、所要の
補正を行うこととしている。
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